
陰性*4 陽性・疑い 陰性*4 陽性・疑い

*4不顕性患者も多く、またPCR検査でも一定程度の偽陰性があるため確定診断は容易ではないことを認識し、院内マニュアルに従って適切な感染予防策を講じ

る。

代替治療を考慮し、や

むを得ない場合のみ十

分な感染予防策を講じ

たうえで慎重に実施

延期

Ｃ

数日から数ヶ月以内に手術

しないと致命的となり得る

疾患

適切な感染予防策を講

じたうえで慎重に実施

代替治療を考慮し、や

むを得ない場合のみ十

分な感染予防策を講じ

たうえで慎重に実施

Ｂ

致命的でないが潜在的には

生命を脅かす、または重症

化する危険性がある疾患

適切な感染予防策を講

じたうえで慎重に実施

可能であれば延期し、

やむを得ない場合のみ

十分な感染予防策を講

じたうえで慎重に実施

可能であれば延期
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*2
新型コロナウイルス核酸検出法（PCR）による診断が望ましいが検査できない場合は、過去２週間程度の症状や海外渡航歴・移動歴・濃厚接触の有無（本人

及び同居者）、必要であれば胸部CT所見などをふまえ総合的に判断する。

*3
疾病の重篤度、緊急度、必要性、患者の容態などを総合的に考慮し、主治医を中心にした医療チームで協議して判断する。患者状態によっては繰り返しの疾

病レベル判定が必要な場合がある。

代替治療を考慮し、や

むを得ない場合のみ適

切な感染予防策を講じ

たうえで慎重に実施

医療供給体制*1

対象患者の新型コロナウイルス感染の有無*2

*1
当該地域・医療機関における病床数、医療スタッフ、個人防護具(PPE)、新型コロナウイルス感染患者の受け入れの有無、緊急事態宣言の有無、地域におけ

る感染拡大の程度などの様々な要因をふまえ総合的に判断する。

安定時 ひっ迫時

Ａ
致命的でない、または急を

要しない疾患

疾病レベル*3

適切な感染予防策を講

じたうえで慎重に実施
延期 延期 延期


